
資料５－１ 

３水管第 3135 号 

令和４年３月 17 日 

水産政策審議会 会長 

  田中 栄次 殿 

  農林水産大臣 金子 原二郎 

漁業の許可及び取締り等に関する省令の一部を改正する省令案について（諮

問第 385 号） 

別紙のとおり、漁業の許可及び取締り等に関する省令（昭和 38 年農林省令第５号）

の一部を改正する省令を定めたいので、漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）第 119 条第

６項の規定に基づき、貴審議会の意見を求める。 
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－ 1 －

漁業の許可及び取締り等に関する省令の一部を改正する省令案

について

（北太平洋漁業委員会船舶登録の情報要件に関する保存管理措置関係）
令 和 ４ 年 ３ 月

水産庁管理調整課

１ 趣旨

我が国が締約している北太平洋における公海の漁業資源の保存及び管理に関する

条約（平成27年７月19日発効）第４条の１に規定する海域（以下「条約海域」とい

う。）については、同条約に基づく北太平洋漁業委員会（以下「NPFC」という。）

において、条約海域内における漁業資源の長期的な持続可能性を確保するため、保

存管理措置を採択することが求められている。また、同条約の締約国は、条約海域

において操業する自国の旗を掲げる権利を有する漁船が同条約及びこれに基づいて

採択される措置を遵守することを確保するため、必要な措置をとることが求められ

ている。

令和３年２月に開催されたNPFC年次会合において、船舶登録の情報要件に関する

保存管理措置の改正が行われ、条約海域で操業を行う漁船が行う船体表示の要件に

ついて「船体表示と識別に関するFAO基準」に従うことが規定された。

これを受け、我が国では、当該保存管理措置を担保し、北太平洋における漁業活

動の透明性を確保するため、漁業の許可及び取締り等に関する省令（昭和38年農林

省令第５号）の一部を改正し、所要の手当てを行う。

２ 概要

条約海域で操業を行う太平洋底刺し網等漁業、大中型まき網漁業、北太平洋さん

ま漁業及びいか釣り漁業の許可を受けた者は、許可船舶等の外部に別表第六に定め

るところにより信号符字又は漁船登録番号の前に「ＪＰ―」を付したものを表示し

なければ、当該許可船舶等を当該漁業に使用してはならない旨の改正を行う。
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